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※ 個別の数値や構成比、伸び率は、表示単位未満を四捨五入しているため、 

合計と一致しないことがあります。 

ことがあります。 



 

はじめに  

 

令和４年度、本市は市制施行 60 周年を迎えます。  

市制施行 100 周年を見据えて策定され、本年度スタートした小平市

第四次長期総合計画の 2 年度目、私の任期といたしましても 2 年度目の

年となります。  

本市の人口は、現在も全体としては微増を続けている状況にあります

が、年々、高齢化が進行しており、そう遠くない将来には人口減少に転

じることが推計されております。  

また、2 年以上にわたるコロナ禍の影響が、くらしや地域の産業、市

民活動、教育などにも影を落としており、収束に向けてはいまだ先行き

が不透明な中で、感染拡大を抑制しつつ、社会活動を止めないという難

しい課題が突き付けられております。  

このような中、まずは、今後とも、国、東京都、市が連携し、役割を

分担しながら、コロナ禍への対応を行っていくとともに、将来にわたっ

て持続可能で魅力あるまちづくりを目指し、市民の皆様への積極的な情

報発信に努め、基本構想において目指す将来像としている「つながり、

共に創るまち  こだいら」の実現に向けて、着実に歩みを進めてまいり

ます。  

 

なお、この「わかりやすい予算」は、令和 4 年度の主な事業をできる

だけわかりやすく説明するとともに、小平市の財政事情を理解していた

だくために作成いたしました。  

今後も市の行政運営について、よりいっそうわかりやすくお伝えでき

るよう努めてまいりますので、引き続きご理解とご協力をお願いいたし

ます。  

 

小平市長  小  林  洋  子   
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第１ 基礎知識 

 

Q 予算とは何ですか？                                    

 
A 予算は１年間の収入と支出を見積もることです。 

１年間でどのくらいの収入があるのか、どのような行政サービスを行い
支出するのか、新年度が始まる前に計画し見積もります。 
予算からは自治体が目指す将来像がわかります。 

 

Q 予算はどのように決まりますか？                                

 
A 市長が予算案を提出し、市議会の審議と議決によって成立します。 
 

Q 予算書にはどのようことが書いてありますか？                      

 
A 予算書には、市の１年間の収入が「歳入」の欄に、１年間の支出が「歳

出」の欄に書いてあります。歳入と歳出の総額は常に同じ額になります。
最初に決める１年間の予算を「当初予算」といいます。 

 

Q 市債とは何ですか？                                    

 
A 国や銀行からの借入れです。市債を発行し借入れをすることで、ある

年度の過大な財政負担を平準化し、現在と将来の市民の負担を公平にす
ることができます。借入れができる事業は法律で制限されています。 

 

Q 予算を変えることはできますか？                            

 
A できます。自然災害などの影響により急にお金を使わなければならな

い場合、市長がそれに対応するための予算案をつくり、市議会へ提出し
議決をもらいます。この予算を「補正予算」といいます。  

 

Q 今年度の小平市の予算は？                                

 
A 一般会計、特別会計のすべての会計をあわせた予算額、予算編成方針、

主な事業については、次のページより詳しくご説明させていただきます。 
 



第２　予算の編成にあたって

第３　財 政 規 模

　　平成２３年度の一般会計予算規模は、５８８億４,０００万円で、対前年度比較で

増減額 増減率（％）

774億4,400万円 703億2,611万円 71億1,789万円 10.1

177億9,000万円 168億7,600万円 9億1,400万円 5.4

48億3,900万円 45億6,900万円 2億7,000万円 5.9

150億4,300万円 147億2,000万円 3億2,300万円 2.2

1,151億1,600万円 1,064億9,111万円 86億2,489万円 8.1

増減額 増減率（％）

収 益 的 収 入 43億　771万2千円 43億　381万9千円 389万3千円 0.1

収 益 的 支 出 38億6,482万7千円 38億4,527万9千円 1,954万8千円 0.5

資 本 的 収 入 17億1,001万9千円 8億9,115万7千円 8億1,886万2千円 91.9

資 本 的 支 出 26億9,437万5千円 17億3,520万3千円 9億5,917万2千円 55.3

収 入 合 計 60億1,773万1千円 51億9,497万6千円 8億2,275万5千円 15.8

支 出 合 計 65億5,920万2千円 55億8,048万2千円 9億7,872万     円 17.5

区        分 令和 ４ 年度 令和 ３ 年度
対前年度比較

下

水

道

事

業

会

計

※一般会計の令和３年度当初予算額は、４号補正後の金額（いわゆる「肉付け予算」）となっています。

合　　　　計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

　令和４年度予算は、新型コロナウイルス感染症の先行きがいまだ見通せない中、市が目指
す将来像「つながり、共に創るまち　こだいら」の実現に向けて、必要な施策・事業に、限
られた財源を効率的に配分し、予算編成しました。

　令和４年度の一般会計予算規模は、774億4,400万円で、対前年度比較で10.1％の増と

なりました。

　また、一般会計に３つの特別会計をあわせた総予算額は、1,151億1,600万円で、前年度

と比較して、8.1％の増となりました。

令　和　4　年　度　当　初　予　算　額 

令和 3 年度
（肉付け後）

対前年度比較

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

一 般 会 計

令和 4 年度区        分

国民健康保険事業特別会計
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ページ

保育園待機児童の解消に向けた緊急対策 6

基幹保育園における給食調理業務の委託化 6

保育所等における新型コロナウイルス感染症対策 6

民設民営学童クラブへの支援 7

子ども広場事業の充実 7

食材配付事業（子ども家庭支援センター事業） 7

ファーストバースデーサポート事業(子育て世代包括支援センター事業） 7

（仮称）第二次教育振興基本計画の策定 8

学校施設の整備 8

学校体育館冷暖房設備設置 8

小学校給食調理業務の委託化 8

学校給食センターの更新及び代替給食の提供 9

GIGAスクール構想の実現に向けた環境整備 9

学校における働き方改革の推進 9

特別支援教育の充実 9

コミュニティ・スクールの拡充 10

教育環境の充実 10

新型コロナウイルスワクチン接種事業 10

新型コロナウイルス感染症に係る自宅療養者等の支援 10

こだいら健康ポイント事業（健康施策プロジェクト事業） 11

HPVワクチンの積極的勧奨再開 11

（仮称）第2次健康増進プランの策定 11

国指定史跡鈴木遺跡保存活用事業 11

文化財の適切な保存 12

平櫛田中作品の修繕（クラウドファンディングの実施） 12

ルネこだいらの設備改修 12

（仮称）文化スポーツ推進計画の策定 12

市営屋外プールのあり方の検討 13

ページ

女性相談体制の充実及び性的少数者相談の実施 14

女性再就職サポート事業 14

児童発達支援センターの開設 14

障がい者グループホームの自立支援給付費等の支援 15

相談支援・地域活動支援センター事業の充実 15

障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定 15

介護・障がい事業所等の業務継続支援 15

在宅要介護者・障がい者の受入体制の整備 16

介護・障がい者施設等の感染症対策強化 16

第四期地域保健福祉計画の中間見直し（成年後見制度利用促進計画の策定） 16

地域における介護予防や支え合い等への支援の充実 16

地域包括ケア推進計画の策定 17

地域密着型介護サービスの整備支援事業 17

参加と協働の推進 17

被災者用備蓄品の整備 17

防災行政無線（固定系）のデジタル化改修 18

空き家等対策計画の策定 18

第４　令和４年度の主な事業の一覧
　　～３つの基本目標及び自治体経営方針に基づいて事業を展開します～

基本目標Ⅰ　ひとづくり
 人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち

基本目標Ⅱ　くらしづくり
多様性を認め合い、つながり、共生するまち
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ページ

鷹の台公園の整備 19

鎌倉公園の整備 19

武蔵公園の整備 19

上水南町二丁目寄附物件の公園整備 20

公園設備の充実 20

地下水活用による流水再生に向けた用水路の整備 20

用水路管理方針の策定 20

小平市まちの環境美化条例施行に伴う取組の強化 21

ESCO事業を活用した体育施設の照明LED化等 21

省・創・蓄エネルギー機器等設置モニター助成 21

市域の脱炭素化に向けた調査 21

市民版環境配慮指針のリニューアル【いきいき協働事業】 22

(仮称)第四次一般廃棄物処理基本計画の策定 22

下水道地震対策事業 22

下水道施設の老朽化対策事業 22

公共下水道雨水整備の推進 23

分譲マンション管理状況等調査 23

耐震化促進事業の推進 23

小川駅西口地区市街地再開発事業の推進 23

小平駅北口地区市街地再開発事業の推進 24

市道の無電柱化事業 24

鷹の台駅前広場の整備 24

道路整備事業の充実 24

都市計画道路整備・鉄道立体化の推進 25

通学路交通安全対策の充実 25

市内店舗改修等補助事業（新型コロナウイルス感染症対策型） 25

農商連携推進事業 25

農地の保全に係る取組支援 26

農業経営基盤の強化支援 26

農業体験ファーム(体験農園)の設備改修等支援 26

ページ

議会のICT化 28

自治体DX推進のための基盤整備 28

マイナンバーカード交付の推進 28
地方税共通納税システムにおける対象税目の拡大及び地方税統一QRコードの活用 29

市役所のICT化 29

テレワークの実証実験の拡充 29

中央公民館、健康福祉事務センター及び福祉会館の複合化 29

十一小及び十三小の更新等に向けた取組 30

庁舎機能の強化 30

ページ

市制施行60周年記念式典等、原動機付自転車用ご当地ナンバープレートの作成、
過去から未来へ こだいらの魅力をつなぐプロジェクト（日本一丸ポストタイムカプセル開
封式と小学生による絵画コンクールの開催）、「(仮称)生誕150年 平櫛田中展」の開催、
FC東京と連携した「(仮称)みんなでまちをきれいにする 青赤クリーンウォーク」の開催、
「小平生きもの展」の開催、公共交通グッズの作製、道路愛称の設定

31

市制施行60周年事業

自治の拡大・深化、持続可能な行財政運営、ICT社会への対応、職員の力を引き出す市役所

基本目標Ⅲ　まちづくり
自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち

自治体経営方針
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第５　主な事業の説明

基本目標Ⅰ　ひとづくり

◆保育園待機児童の解消に向けた緊急対策

保育実施等委託 2億8,914万4千円 市のお金 1億992万8千円

補助金（園舎建築） 3億847万円 市の借金 1億9,240万円

補助金（認定こども園移行に伴う園舎整備） 国のお金 3億7,027万3千円

5億630万1千円 都のお金 4億2,606万2千円

公立保育園の私立保育園移行準備 その他 2,040万9千円

（修繕料・測量等委託・不動産鑑定料・

移管先事業者選考委員謝礼・備品購入費）

1,515万7千円

◆基幹保育園における給食調理業務の委託化

給食調理業務委託 646万8千円 市のお金 889万9千円

設備器具費等 239万9千円 市の借金

消耗品費 3万2千円 国のお金

都のお金

その他

◆保育所等における新型コロナウイルス感染症対策

補助金 3,220万円 市のお金 1,835万円

保育士等報酬 360万円 市の借金

消耗品費 90万円 国のお金 1,835万円

都のお金

その他

　待機児童の解消を図るため、私立保育園3園を開設するほか、令和5年度に開設予定の私立保育園1園
の園舎建築費の補助を行います。また、令和6年度の私立幼稚園2園の認定こども園への移行に向け、令
和4・5年度は移行を希望する私立幼稚園2園の施設整備補助を行います。そのほか、公立の仲町保育園
及び花小金井保育園の私立保育園移行に向け、運営事業者の選考を行います。

889万9千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：保育課

　令和3年5月に公表した「小平市における基幹保育園の基本的考え方」に基づき、基幹園となる大沼保
育園において、令和5年1月から給食調理業務を民間事業者に委託します。

担当：保育課

3,670万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　保育所等の職員が感染症対策の徹底を図りながら保育を継続的に実施していくために必要な経費（かか
り増し経費、研修受講）と、保育所等が新型コロナウイルス感染拡大防止のために購入した衛生用品や備
品等に要する経費を補助します。

担当：保育課

　－　人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち　―

　「くらし」も「まち」も「ひと」がつくっていくものであり、ひとづくりがまちにとって一番大
切な観点となります。小平市は歴史ある学園都市であり、この恵まれた環境のもと、生涯学び続
け、必要とする様々な力を養います。そして、地域社会を担い、将来にわたって多様に活躍できる
ひとづくりを目指します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

11億1,907万2千円
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◆民設民営学童クラブへの支援

補助金（増分） 5,493万2千円 市のお金 903万2千円

市の借金

国のお金 1,547万円

都のお金 3,043万円

その他

◆子ども広場事業の充実

修繕料（増分） 350万円 市のお金 183万2千円

サービス業務委託（増分） 149万円 市の借金

設備器具費（増分） 50万円 国のお金 182万9千円

都のお金 182万9千円

その他

◆食材配付事業（子ども家庭支援センター事業）

サービス業務委託 349万8千円 市のお金 168万2千円

市の借金

国のお金 90万8千円

都のお金 90万8千円

その他

◆ファーストバースデーサポート事業(子育て世代包括支援センター事業）

相談等委託 2,537万1千円 市のお金

ファーストバースデーサポート事業経費 市の借金

（アシスタント報酬、期末手当、郵送料等） 国のお金

140万5千円 都のお金 2,677万6千円

その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　子ども家庭支援センターが、要支援家庭等に対して有償ボランティアの子どもサポーターを派遣し、食
材配付等の食事支援を行うことで、家庭の状況把握と子どもの養育環境の改善につなげます。

担当：子育て支援課

2,677万6千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　1歳の誕生日を目安に、必要な子育て支援等の情報提供、状況把握を行うとともに、子育てを応援する
東京都のメッセージを付けた育児パッケージを配付します。

担当：健康推進課

349万8千円

担当：子育て支援課

　現在、8か所の地域センターで実施している「出張子ども広場」を1か所（学園東町地域センター）追
加します。

　多様化する学童クラブへのニーズに対応するため、民設民営学童クラブについて新規開設2クラブの運
営費及び令和5年度開設予定の2クラブの開設準備経費の補助を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：子育て支援課

549万円

5,493万2千円

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆（仮称）第二次教育振興基本計画の策定

計画策定委員謝礼 43万5千円 市のお金 337万1千円

計画策定等委託 293万6千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆学校施設の整備

学校トイレ修繕料 1,000万円 市のお金 2,114万9千円

設計等委託 1,910万円 市の借金 3億6,110万円

借上料 258万2千円 国のお金 2,046万6千円

改良・改修工事 4億383万3千円 都のお金 3,280万円

その他

◆学校体育館冷暖房設備設置

調査等委託 162万円 市のお金 1,532万円

設計等委託 4,550万円 市の借金 2億1,550万円

工事・監理等委託 450万円 国のお金

設備工事 1億7,920万円 都のお金

その他

◆小学校給食調理業務の委託化

消耗品費 1,013万6千円 市のお金 6,682万4千円

設備器具費 5,668万8千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

担当：教育総務課

337万1千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の教育振興基本計画の計画期間が、令和4年度で終了することから、令和5年度から10年間を対象
期間とする次期計画を、令和3年度に実施したアンケート調査等を踏まえて策定します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　小学校19校と中学校8校の体育館への冷暖房設備の設置に向け、令和３年度に引き続き設計業務を行
うとともに、中学校体育館への冷暖房設備の設置に着手します。

　児童数の増加に対応するため、八小増築棟を整備し令和５年３月から供用開始するとともに、花小金井
小では増築棟の設計等を行います。三小、五小、八小、十二小では、既存校舎の老朽化等に対応するた
め、防水工事や外壁改修工事等を行います。花小金井南中では、生徒数の増加等に合わせ、特別教室の普
通教室化等を行います。
　また、小学校５校、中学校３校のトイレの洋式化を実施します。

4億3,551万5千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：教育総務課

2億3,082万円

6,682万4千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　三小、七小における令和5年度からの給食調理業務の委託化に向け、給食室内の備品や磁器食器等の整
備を行います。

担当：教育総務課

担当：学務課
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◆学校給食センターの更新及び代替給食の提供

運営・維持管理業務委託 7,380万6千円 市のお金 3億2,752万9千円

モニタリング業務委託 1,727万円 市の借金 10億9,350万円

弁当給食調理・配送等委託 国のお金 2億9,322万2千円

1億8,556万5千円 都のお金 2億320万円

建設等費用一時支払金 16億4,081万円 その他

◆GIGAスクール構想の実現に向けた環境整備

オンライン学習通信費支援 291万2千円 市のお金 524万7千円

端末修繕等 249万3千円 市の借金

無線アクセスポイント設置費等 国のお金 7,317万1千円

1,066万5千円 都のお金

端末等購入費 6,234万8千円 その他

◆学校における働き方改革の推進

副校長補佐 1,274万1千円 市のお金

（報酬・期末手当・社会保険料） 市の借金

特別非常勤講師 366万6千円 国のお金

（報酬・期末手当・社会保険料） 都のお金 1,640万7千円

その他

◆特別支援教育の充実

学習補助員報酬 131万2千円 市のお金

学習補助員期末手当 15万8千円 市の借金

国のお金

都のお金 147万円

その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和５年2月の給食提供開始に向けて、引き続きＰＦＩ事業者による建設工事を行うとともに、令和５
年１月まで、弁当給食を提供します。

19億1,745万1千円

7,841万8千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　学習者用端末による家庭学習の開始にあたり、準要保護の就学援助費受給者、及び就学奨励費受給者の
うち、インターネット環境がない家庭に対し、オンライン学習通信費の支援を行うとともに、児童・生徒
数の増加に伴う、学習者用端末や充電保管庫、無線アクセスポイント等の整備を行います。

担当：学務課

1,640万7千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　東京都の補助金を活用し、学校における働き方改革の推進として、副校長補佐や外国語活動などの教科
の特別非常勤講師の配置校を拡充します。

担当：指導課

147万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　東京都の補助金を活用し、学習補助員配置時間を拡充し、特別支援教室等の児童・生徒の支援体制の充
実を図ります。

担当：指導課

担当：学務課
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◆コミュニティ・スクールの拡充

学校経営協議会委員報酬 421万2千円 市のお金 924万円

講師謝礼等 137万6千円 市の借金

消耗品費 332万2千円 国のお金

通信運搬費 33万円 都のお金

その他

◆教育環境の充実

指導者用デジタル教科書 573万3千円 市のお金 1,315万5千円

トップアスリート等による講話・指導等 市の借金

270万円 国のお金

学校図書費の充実 405万円 都のお金

FC東京との連携イベント 67万2千円 その他

◆新型コロナウイルスワクチン接種事業

新型コロナウイルス接種経費 市のお金

（事務処理等委託、予防接種等委託、 市の借金

送迎等委託等） 16億4,432万5千円 国のお金 16億4,432万5千円

都のお金

その他

◆新型コロナウイルス感染症に係る自宅療養者等の支援

サービス業務委託 198万円 市のお金

消耗品費 1万2千円 市の借金

郵送料 15万6千円 国のお金 214万8千円

都のお金

その他

16億4,432万5千円

　基金の廃止により一般財源化された「東京オリンピック・パラリンピック子ども夢・未来基金」の積立
相当額について、令和4年度から令和7年度にかけて教育環境の充実のため活用します。

924万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　学校経営協議会を設置し、保護者・地域住民が一定の権限と責任を伴いながら、学校経営に意見を反映
させ、地域に開かれた学校づくりを推進する事業です。令和4年度は、小学校２校に導入するとともに、
小学校２校、中学校２校で新たに令和５年度の導入に向けた取組を行います。

担当：指導課

担当：指導課、学務課、文化スポーツ課

　東京都の自宅療養者フォローアップセンターから食料品等が送付されるまでの間の緊急支援として、自
宅療養を余儀なくされる方や濃厚接触者となり自宅待機となる方に対する、食料品等の支援及びパルスオ
キシメータの貸与を実施します。

担当：健康推進課

214万8千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　9月までの新型コロナウイルスワクチンの接種体制の確保に必要となる経費を計上します。

担当：健康推進課

主
な
経
費

財
源
内
訳

1,315万5千円

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆こだいら健康ポイント事業（健康施策プロジェクト事業）

機器等保守整備委託 市のお金 479万5千円
（システム等関係機器導入費用） 337万9千円 市の借金

郵送料 157万4千円 国のお金

会計年度任用職員報酬・謝礼 96万5千円 都のお金 245万円

還元品・消耗品費 78万6千円 その他

パンフレット作成等 54万1千円

◆HPVワクチンの積極的勧奨再開

印刷製本費 12万4千円 市のお金 1億5,581万円
郵送料 45万4千円 市の借金

予防接種等委託 1億5,499万円 国のお金

補助金（直接交付） 24万2千円 都のお金

その他

◆（仮称）第2次健康増進プランの策定

調査等委託 139万7千円 市のお金 155万7千円

委員謝礼 33万8千円 市の借金

郵送料、消耗品 3万円 国のお金

都のお金 20万8千円

その他

◆国指定史跡鈴木遺跡保存活用事業

委員謝礼 36万3千円 市のお金 425万8千円

計画策定支援委託 457万6千円 市の借金

現況調査委託 998万8千円 国のお金 746万2千円

消耗品費 26万2千円 都のお金 373万1千円

印刷製本費 13万6千円 その他

パンフレット作成委託 12万6千円

担当：健康推進課

担当：健康推進課

担当：健康推進課

担当：文化スポーツ課

　国及び東京都の計画期間延長を踏まえ、健康増進プランの計画期間を1年延長し、令和３年度から5年
度までの３か年で次期計画を策定します。

　国による積極的勧奨再開に伴い、定期接種対象である小学校6年生から高校1年生までの女子に予診票
の発送・接種を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

176万5千円

724万5千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　スマートフォンアプリ等を使用して、健康づくりの取組に対してポイントを付与します。健康施策プロ
ジェクト事業として、若い世代への健康ポイント事業の周知や健康づくりに関する啓発を行います。

1億5,581万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

1,545万1千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和3年度に引き続き、国指定史跡となった鈴木遺跡の保存管理や活用等に関する基本的な考え方を示
す史跡保存活用計画を策定するとともに、鈴木遺跡保存管理等用地の整備に向けて、令和4年度から5年
度にかけて現況調査を実施します。
　また、のぼり旗やパンフレット等の作成により、国指定史跡化のさらなる周知を図ります。
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◆文化財の適切な保存

海岸寺山門調査委託 95万7千円 市のお金 236万1千円

小川家文書指導員謝礼 3万6千円 市の借金

小川家文書古文書補修整備等委託 国のお金

277万1千円 都のお金 140万3千円

その他

◆平櫛田中作品の修繕（クラウドファンディングの実施）

作品修繕 130万7千円 市のお金 50万6千円
クレジットカード等決済手数料 1万1千円 市の借金
郵送料（広報チラシ・返礼品） 5万1千円 国のお金

広報チラシ作成委託 13万7千円 都のお金

その他 100万円

◆ルネこだいらの設備改修

改良・改修工事 市のお金 135万7千円

（空気調和機コイル更新工事） 市の借金 1,840万円

861万5千円 国のお金

設備器具費 都のお金 490万円

（高圧真空切替器、蓄電池） その他

1,604万2千円

◆（仮称）文化スポーツ推進計画の策定

委員謝礼 62万8千円 市のお金 719万5千円

計画策定支援委託 656万7千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

　令和3年度に引き続き、市の指定文化財である海岸寺山門について、劣化している茅葺屋根の修繕を行
うにあたり、山門の建築学的調査を実施します。
　また、東京都指定有形文化財の小川家文書約１万点のうち、未補修で劣化が進んでいる44点について
補修します。

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　経年劣化が進んでいる高圧電気機器（高圧真空切替器）及び空調機の改修を令和3年度に引き続き実施
します。また、令和4年度中に交換推奨年が到来する蓄電池設備の改修を実施します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

719万5千円

150万6千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和2年度に寄贈を受けた平櫛田中作「六羨歌」「橋弁慶」の修繕を行います。
　必要な財源を確保し、平櫛田中作品及び平櫛田中彫刻美術館をＰＲするため、クラウドファンディング
を実施します。

　現在の小平市の文化振興の基本方針（改定版）及び第二次小平市のスポーツ振興の基本方針がいずれも
令和4年度をもって終了することから、両方針を一体化し、令和5年度から10年間を計画期間とする新た
な計画を策定します。

担当：文化スポーツ課、図書館

376万4千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：文化スポーツ課、財政課

担当：文化スポーツ課

2,465万7千円
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◆市営屋外プールのあり方の検討

アドバイザー謝礼 12万円 市のお金 170万4千円

あり方検討基礎資料作成等委託 市の借金

158万4千円 国のお金

都のお金

その他

　第1期小平市経営方針推進プログラムの事業の精査と見直しに基づき、萩山公園プールと東部公園プー
ルの集約、再整備の手法や可能性等について、検討に着手します。

担当：文化スポーツ課

主
な
経
費

財
源
内
訳

170万4千円
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基本目標Ⅱ　くらしづくり

◆女性相談体制の充実及び性的少数者相談の実施

相談等委託（増分） 143万7千円 市のお金 143万7千円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆女性再就職サポート事業

サービス業務等委託 610万円 市のお金 305万円

市の借金

国のお金

都のお金 305万円

その他

◆児童発達支援センターの開設

サービス業務委託（増分） 2,715万円 市のお金 2,715万円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

　たいよう福祉センターにおいて、令和4年度に児童発達支援センターを開設し、発達支援相談、児童発
達支援、保育所等訪問支援などを実施します。

担当：障がい者支援課

担当：産業振興課

　－　多様性を認め合い、つながり、共生するまち　―

　「くらし」は、地域社会を担う「ひと」を支える基本となるものです。地域では、多様な人々の
暮らしが営まれています。多様な人々が集まる中で、様々な意見や価値観の違いを理解しながら、
新しいものを生み出していく力に変えていきます。支えあいのネットワークから誰一人として排除
されることのない社会、地域全体で多様性を包み込み、地域で共に生きるあたたかいくらしづくり
を目指します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在実施している女性相談室について、電話対応等を行う事務員の勤務時間を相談員に合わせるため１
時間延長し、相談体制の充実を図ります。
　また、新たに性的少数者を対象とした電話相談と性的少数者等の交流会を実施します。

143万7千円

担当：市民協働・男女参画推進課

610万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　地域での再就職を希望する市内在住の女性に対して、就職支援セミナーや市内等事業者とのマッチング
等を実施し、女性の再就職と事業者の労働力確保を支援します。

2,715万円
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◆障がい者グループホームの自立支援給付費等の支援

障がい者関係扶助費（増分） 市のお金 2,475万5千円

9,176万円 市の借金

国のお金 4,109万3千円

都のお金 2,591万2千円

その他

◆相談支援・地域活動支援センター事業の充実

サービス業務委託（増分） 540万円 市のお金 135万円

市の借金

国のお金 270万円

都のお金 135万円

その他

◆障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定

調査等委託 295万9千円 市のお金 362万2千円

郵送料 66万3千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆介護・障がい事業所等の業務継続支援

会計年度任用職員報酬 29万7千円 市のお金

補助金 2,870万円 市の借金

国のお金 2,899万7千円

都のお金

その他

担当：障がい者支援課

362万2千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　現在の第六期障害福祉計画・第二期障害児福祉計画が令和５年度で終了することから、令和6年度から
3年間を対象期間とする次期計画を令和４・５年度の２か年で策定します。令和４年度は、実態調査を実
施します。

担当：障がい者支援課

担当：高齢者支援課、障がい者支援課

  介護事業所・障がい事業所等の業務継続を支援するため、新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる経
費について補助します。

2,899万7千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　　　　9,176万円

担当：障がい者支援課

540万円

　サービス等利用計画の作成、モニタリング業務などの増加に対応するため、「地域生活支援センター
あさやけ」に、相談支援専任の正規職員を1人増員し、安定的に業務を継続できる体制を整え、相談支援
事業の充実を図ります。

　定員14人の介護サービス包括型グループホーム1か所の増設により、入所者の共同生活援助費等を拡
充します。

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆在宅要介護者・障がい者の受入体制の整備

消耗品費 10万円 市のお金

サービス業務委託 500万円 市の借金

補助金 15万円 国のお金

都のお金 525万円

その他

◆介護・障がい者施設等の感染症対策強化

会計年度任用職員報酬等 117万6千円 市のお金

補助金 4,490万円 市の借金

国のお金 4,607万6千円

都のお金

その他

◆第四期地域保健福祉計画の中間見直し（成年後見制度利用促進計画の策定）

委員報酬 91万6千円 市のお金 280万7千円

計画策定等委託 196万3千円 市の借金

国のお金

都のお金 7万2千円

その他

◆地域における介護予防や支え合い等への支援の充実

介護予防・フレイル予防推進員の配置（増分） 市のお金 32万3千円

540万円 市の借金
ＩＣＴ機器を活用した高齢者等の地域見守り 国のお金

64万7千円 都のお金 572万4千円

その他

525万円

担当：高齢者支援課、障がい者支援課

財
源
内
訳

　在宅で高齢者・障がい者を介護している家族等が新型コロナウイルスに感染した場合においても、介護
者である家族等が安心して療養し、介護が必要な高齢者や障がい者の生活が維持できるよう支援を実施し
ます。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　平成30年度から令和8年度までの9年間を対象期間とした第四期地域保健福祉計画について、令和4年
度に中間見直しを行い、成年後見制度利用促進法に基づく成年後見制度利用促進計画を包含します。

287万9千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　介護事業所・障がい事業所等に対し、PCR検査費用の補助を行います。

　身近な地域で住民自らが主体的にフレイル予防に取り組めるよう介護予防・フレイル予防推進員を1人
増員し、グループの立ち上げや活動への支援を行います。
　また、令和３年度、自治会と連携して、高齢者等の住居に通信機能付きSIM一体型LED電球を設置し、
高齢者等の異変や状態の変化を把握するモデル事業を令和4年度は対象者を拡大して実施します。

604万7千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：生活支援課

担当：高齢者支援課

4,607万6千円

主
な
経
費

担当：高齢者支援課、障がい者支援課
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◆地域包括ケア推進計画の策定

調査等委託（介護保険事業特別会計） 市のお金 300万円

300万円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆地域密着型介護サービスの整備支援事業

補助金 7,373万円 市のお金

市の借金

国のお金

都のお金 7,373万円

その他

◆参加と協働の推進

いきいき協働事業 市のお金 103万3千円
（講師謝礼、イベント業務委託） 84万3千円 市の借金

提示型公募事業 国のお金
（委員謝礼、補助金） 47万2千円 都のお金 36万7千円

こだいら人財の森事業 その他 46万5千円
（サービス業務委託） 55万円

◆被災者用備蓄品の整備

備蓄品購入 2,462万9千円 市のお金 1,467万8千円

防災用器具購入 234万9千円 市の借金

国のお金

都のお金 1,230万円

その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和4年度に開設予定の介護サービス（定期巡回・随時対応型訪問介護看護）について、開設に必要な
経費等の補助を行います。
　また、令和5年度に開設予定の認知症高齢者グループホームについて、令和4・5年度にかけて整備費
等の補助を行い、介護サービスの基盤整備を図ります。

担当：高齢者支援課

担当：高齢者支援課

2,697万8千円

186万5千円

　市が提示した課題・事業を行政提案型のいきいき協働事業及び提示型公募事業として、市民活動団体と
協働で実施します。また、市民活動人材バンク「こだいら人財の森」の周知のため、体験型の連続講座等
を行います。

7,373万円

　災害時の応急対策として、避難者等に配布する食料、避難所運営に必要な資機材類の備蓄の充実を図り
ます。

担当：防災危機管理課

300万円

主
な
経
費

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：市民協働・男女参画推進課、環境政策課

財
源
内
訳

　現在の地域包括ケア推進計画（高齢者保健福祉計画・第8期介護保険事業計画）が令和5年度で終了す
ることから、令和6年度から3年間を対象期間とする次期計画を令和4・5年度の2か年で策定します。令
和4年度は、アンケート調査を実施します。
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◆防災行政無線（固定系）のデジタル化改修

防災行政無線（固定系）改修工事 市のお金 537万5千円

9,703万9千円 市の借金 9,340万円

測量等委託 113万9千円 国のお金

環境保全計画策定委託 58万8千円 都のお金

土地借上料 9千円 その他

◆空き家等対策計画の策定

調査等委託 441万1千円 市のお金 220万6千円

市の借金

国のお金

都のお金 220万5千円

その他

財
源
内
訳

　アナログ通信方式の無線機器をデジタル通信方式の無線機器へ入れ替えを行います。令和４年度は、１
１か所の改修工事及び１０か所のスピーカー交換・子局等撤去工事を行います。

担当：防災危機管理課

9,877万5千円

担当：地域安全課

主
な
経
費

441万1千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和５年度に予定している空き家等対策計画の改定に当たり、空き家等の分布、数量、状態、特定空き
家等への移行の可能性等について把握するための実態調査を行います。
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基本目標Ⅲ　まちづくり

◆鷹の台公園の整備

調査研究委託 480万円 市のお金 480万円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆鎌倉公園の整備

鎌倉公園整備（公園用地購入費、損失補償、 市のお金 1億1,576万6千円
補償算定等） 9億9,046万3千円 市の借金 2億8,880万円

国のお金 2億5,094万8千円

都のお金 3億3,494万9千円

その他

◆武蔵公園の整備

武蔵公園整備工事 6,086万3千円 市のお金 1,526万3千円

市の借金 4,560万円

国のお金

都のお金

その他

　－　自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち　―

　「まち」は、「ひと」や「くらし」の基盤となります。小平市にある水や緑の美しい憩いの空
間が適切に保全された快適性と、駅周辺を中心とした利便性が調和し、暮らしやすく、将来にわ
たって魅力と活力に満ちたまちづくりを目指します。

480万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　令和3年度に引き続き、公園のあり方調査・検討を進め、市民等の意見聴取、企業等へのサウンディ
ングを通して、公園整備の方向性、公民連携の手法等を検討します。

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：水と緑と公園課

9億9,046万3千円

　令和３年８月に事業認可を取得した、鎌倉公園の整備を進めるため、用地の取得や基本設計等を実施
します。

担当：水と緑と公園課

6,086万3千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　花小金井武道館跡地に公園を整備します。

担当：水と緑と公園課
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◆上水南町二丁目寄附物件の公園整備

公園整備設計 628万1千円 市のお金

市の借金

国のお金

都のお金

その他 628万1千円

◆公園設備の充実

公園設備等の改修 787万4千円 市のお金 787万4千円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆地下水活用による流水再生に向けた用水路の整備

護岸修繕・浚渫等 1,500万円 市のお金 1,500万円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆用水路管理方針の策定

アンケート作成、送付等 14万円 市のお金 14万円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

担当：水と緑と公園課

　平成７年３月に策定した用水路活用計画を現在の状況に対応して見直し、今後の用水路の維持管理を
適切に行っていくための方針を令和４・５年度の２か年で策定します。

担当：水と緑と公園課

　クラウドファンディングにより募集した寄附金等を活用して整備する公園の設計を実施します。

628万1千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　歴史的な遺産である市内用水路の流水復活と再生に向けて、ＪＲ武蔵野線の地下水の一部の市内用水
路への放流を実施しており、水量の増加に対応するため、護岸工事や堆積した土砂の浚渫等を行いま
す。

担当：水と緑と公園課

787万4千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　小規模公園のバリアフリー改修、公園・庭園灯のＬＥＤ化、旧ごみ集積所の公園敷地への編入、公園
トイレの洋式化、四季の小路公園整備などを進めます。

財
源
内
訳

担当：水と緑と公園課

主
な
経
費

財
源
内
訳

14万円

1,500万円

主
な
経
費
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◆小平市まちの環境美化条例施行に伴う取組の強化

設置等委託（路面標示設置）137万５千円 市のお金 289万円

消耗品費（横断幕） 16万８千円 市の借金
製作等委託（啓発リーフレット） 5万3千円 国のお金

指導等委託 129万４千円 都のお金

その他

◆ESCO事業を活用した体育施設の照明LED化等

市民総合体育館、中央公園グラウンド照明LED化 市のお金 182万6千円
及び市民総合体育館温水プールボイラー更新整備等 市の借金
委託 872万6千円 国のお金

都のお金 690万円

その他

◆省・創・蓄エネルギー機器等設置モニター助成

補助金（直接交付） 1,000万円 市のお金 1,000万円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆市域の脱炭素化に向けた調査

調査等委託 992万2千円 市のお金 496万1千円

市の借金

国のお金

都のお金

その他 496万1千円

担当：環境政策課

992万2千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　業務部門・家庭部門でのエネルギー消費量及び二酸化炭素排出量の削減を図るため、市民・事業者
に対して、太陽光発電設備、燃料電池、蓄電池、断熱窓の設置費用の一部を補助します。

担当：環境政策課

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市域の脱炭素化に向けた、必要な基礎資料、データの収集を図り、二酸化炭素等の排出量削減の可能
性調査を行います。

担当：文化スポーツ課

担当：環境政策課

1,000万円

　小平市まちの環境美化条例に基づき、条例の周知、啓発を図るとともに、駅の周辺を環境美化推進重
点地区に指定し、地区内のポイ捨て等について指導員によるパトロールを行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　照明のLED化による電気料金の削減分で経費を賄い、省エネ効果も実証できるESCO事業を活用し、
令和3年度に市民総合体育館及び中央公園グラウンドの照明をLED化するとともに、市民総合体育館温
水プールのボイラー更新を行い、令和4年度から供用を開始します。

872万6千円

289万円

主
な
経
費

財
源
内
訳
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◆市民版環境配慮指針のリニューアル【いきいき協働事業（再掲）】

講師謝礼 ８万８千円 市のお金 37万8千円

イベント業務委託 75万５千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他 46万5千円

◆(仮称)第四次一般廃棄物処理基本計画の策定

計画策定等委託 728万2千円 市のお金 637万2千円

市の借金

国のお金

都のお金

その他 91万円

◆下水道地震対策事業

管きょ耐震化工事 市のお金 5万7千円

5億5,696万3千円 市の借金 4億7,900万円

国のお金 7,416万円

都のお金 370万8千円

その他 3万8千円

◆下水道施設の老朽化対策事業

改築・修繕工事 3億9,026万3千円 市のお金 1億6,482万6千円

管路内調査委託 1億2,143万3千円 市の借金 9,110万円

修繕工事 2,700万円 国のお金 5,390万円

都のお金 269万5千円

その他 2億2,617万5千円

主
な
経
費

主
な
経
費

728万2千円

主
な
経
費

　一般廃棄物処理基本計画が、令和4年度に目標年度を迎えることから、令和５年度から１０年間を計
画期間とする次期計画を、新たに食品ロス削減推進計画を包含して策定します。

担当：資源循環課

担当：下水道課

財
源
内
訳

主
な
経
費

5億3,869万6千円

財
源
内
訳

　令和2年度の耐震診断調査により耐震性能不足であることが確認された管路で、防災拠点である陸上
自衛隊小平駐屯地、及び避難所である津田公民館からの排水を受ける管きょの耐震化工事を令和4年度
から5年度にかけて実施します。

　第三次環境基本計画の策定に伴い、家庭向けの地球温暖化対策のアイデアやヒントをまとめた市民版
環境配慮指針をリニューアルします。令和３年度に引き続き検討し、冊子の作成や普及の啓発イベント
をいきいき協働事業として実施します。

84万3千円

財
源
内
訳

財
源
内
訳

5億5,696万3千円

　小平市下水道ストックマネジメント実施方針に基づいて、計画的に下水道施設の改築や修繕工事を実
施します。令和4年度は、学園、喜平処理分区等の改築工事等及び仲町処理分区の下水道施設の調査を
実施します。

担当：下水道課

担当：環境政策課
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◆公共下水道雨水整備の推進

管きょ築造工事 1億3,019万8千円 市のお金 5,323万7千円

管きょ設計委託 2,780万6千円 市の借金 1億2,810万円

雨水流出抑制施設設計 国のお金 176万円

2,017万1千円 都のお金 8万8千円

雨天時浸入水流量調査委託 1,670万円 その他 1,169万円

◆分譲マンション管理状況等調査

調査等委託 455万2千円 市のお金 227万7千円

市の借金

国のお金 227万5千円

都のお金

その他

◆耐震化促進事業の推進

市のお金 629万3千円

2,135万8千円 市の借金

ブロック塀撤去改修補助 450万円 国のお金 1,367万6千円

相談会相談員謝礼、耐震化啓発等 都のお金 1,340万円

151万1千円 その他

木造住宅耐震診断・改修費用補助

600万円

◆小川駅西口地区市街地再開発事業の推進

補助金（組合事業費補助） 3億4,698万円 市のお金 3億5,967万5千円
公共施設管理者負担金 12億1,983万2千円 市の借金 10億4,230万円
ペデストリアンデッキの実施設計 5,500万円 国のお金 4億5,458万9千円
組合貸付金 ３億円 都のお金 6,944万7千円
地下自転車駐車場の実施設計 1,142万9千円 その他 723万円

19億3,324万1千円

　分流式下水道区域において、浸水シミュレーションの結果を踏まえて、浸水リスクを有する地区を中
心に雨水管きょ整備を行います。令和4年度は、大沼町地区、花小金井地区の管きょ築造工事等を実施
します。また、分流式下水道区域における汚水管きょへの雨天時浸入水流量調査を実施します。

1億9,487万5千円

財
源
内
訳

主
な
経
費

455万2千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　マンション管理の適正化の推進に関する法律の改正による制度新設を見据え、市内分譲マンションに
関する新築年月日や戸数などの基礎情報及び管理規約や修繕積立金などの管理状況調査を実施します。

担当：都市計画課

担当：下水道課

主
な
経
費

財
源
内
訳

3,336万9千円

　特定緊急輸送道路沿道建築物の建替えに係る費用の補助やブロック塀の撤去等に係る費用の補助を行
います。また、建築士による個別相談会の開催や、市内の全戸建て住宅に対してチラシのポスティング
を行うことにより、耐震化への普及啓発を図るとともに、木造住宅耐震診断補助の上限額を拡充し、耐
震化の促進を図ります。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　再開発ビルや駅前広場等の整備に際して再開発組合が実施する既存建物の解体工事や補償に係る費用
に対する公共施設管理者負担金及び補助金を交付するほか、資金の貸付を行い、事業の推進に向けて支
援します。また、市で整備を予定しているペデストリアンデッキや地下自転車駐車場について実施設計
を行います。

担当：建築指導課

特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震改修補助

担当：地域整備支援課、交通対策課、下水道課
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◆小平駅北口地区市街地再開発事業の推進

都市計画資料作成 1,529万円 市のお金 1,781万3千円

補助金（準備組合活動費補助） 40万円 市の借金

地下自転車駐車場都市計画図書作成等 国のお金

212万3千円 都のお金

その他

◆市道の無電柱化事業

設計等委託 1,216万6千円 市のお金

市の借金

国のお金

都のお金 1,216万6千円

その他

◆鷹の台駅前広場の整備

鷹の台駅前広場整備工事等 1億100万円 市のお金 261万円

市の借金 7,220万円

国のお金

都のお金 2,619万円

その他

◆道路整備事業の充実

道路維持補修 1億7,892万円 市のお金 484万円

道路新設改良 1億690万円 市の借金 2億3,190万円

私道補助 1,750万円 国のお金

都のお金 6,483万円

その他 175万円

担当：道路課

1億100万円

　鷹の台駅前の課題を改善するため、駅前広場の整備工事を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　道路維持事業として市道等８件・９路線の補修工事（1⃣～8⃣）、道路新設改良事業として市道３件・

６路線の整備工事（①～③）を行うほか、引き続き私道整備の補助を行います。

担当：道路課

　再開発準備組合への活動費補助を行うとともに、都市計画決定に向けた都市計画資料作成等を行いま
す。

担当：道路課

1,216万6千円

3億332万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　東京都の補助事業を活用し、たかの台本通りの無電柱化を実施する事業で、令和４年度は詳細設計を
実施します。

財
源
内
訳

主
な
経
費

担当：地域整備支援課、交通対策課

1,781万3千円
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◆都市計画道路整備・鉄道立体化の推進

３・４・19号線 市のお金 9,764万8千円

（道路用地購入、損失補償等） 市の借金 1億8,730万円

4億3,983万7千円 国のお金 1億9,850万円

３・４・10号線 都のお金 4億6,878万9千円

（道路用地購入、損失補償等） その他

1億4,046万8千円
第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業

（道路用地購入、損失補償等）

3億7,043万2千円
鉄道立体化に向けた調査・研究 150万円

◆通学路交通安全対策の充実

通学路交通安全施設、路面標示修繕 市のお金 513万4千円

513万4千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆市内店舗改修等補助事業（新型コロナウイルス感染症対策型）

補助金（小平商工会） 市のお金

市の借金

国のお金 250万円

都のお金

その他

◆農商連携推進事業

イベント業務委託 240万円 市のお金 140万円

市の借金

国のお金

都のお金 100万円

その他

240万円

担当：交通対策課　

担当：産業振興課

財
源
内
訳

主
な
経
費

財
源
内
訳

　 市立小学校の通学路に指定されている道路上に、児童の安全を確保するため、カラー舗装などの安全
対策を行います。

　小平商工会への補助により、中小事業者が行う新型コロナウイルス感染症予防対策ガイドライン等に
基づく店舗改修工事等にかかる費用の一部を助成します。

担当：産業振興課

　旬の農産物を使った市内飲食店等によるオリジナルメニューの開発を行い、小平産農産物と飲食店等
の魅力をＰＲするイベントを開催します。
　参加店舗で食事をした方には、小平産農産物等を抽選で贈呈します。

250万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

513万4千円

主
な
経
費

9億5,223万7千円

　小平都市計画道路３･４･１９号線及び３･４･１０号線並びに第三次みちづくり・まちづくりパート
ナー事業を活用した小平都市計画道路３･３･３号線の整備に向けた、用地購入や損失補償等を行いま
す。また、西武新宿線花小金井駅付近の鉄道立体化について課題抽出や事例などの調査・研究を行い
ます。

担当：道路課　

財
源
内
訳
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◆農地の保全に係る取組支援

補助金 1,381万円 市のお金 298万7千円

市の借金

国のお金

都のお金 1,082万3千円

その他

◆農業経営基盤の強化支援

補助金 6,299万1千円 市のお金 1,183万1千円

市の借金

国のお金

都のお金 5,116万円

その他

◆農業体験ファーム(体験農園)の設備改修等支援

補助金 100万円 市のお金 100万円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

1,381万円

担当：産業振興課

財
源
内
訳

　開園から１０年以上経過した体験農園（４園）に対し、劣化する設備改修等に係る費用を補助しま
す。

100万円

主
な
経
費

6,299万1千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　市内認定農業者に対し、農業経営力の強化、地域農業活性化等に資する施設・機械類の整備を支援
し、都市農業の「稼ぐ力」の強化を図ります。
　また、市内の認定新規就農者に対し、就農に必要な施設の整備費や機械設備の導入費を補助し、早期
に安定した経営が開始できるよう支援します。

担当：産業振興課

担当：産業振興課

　農業者等が所有する宅地・雑種地の農地化する取組を支援し、農地の創出及び利用の促進を図りま
す。
　また、地域や環境に配慮した農業の基盤整備等の取組を支援し、地域住民の理解の促進及び都市農地
の保全を図ります。

主
な
経
費

財
源
内
訳
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令和４年度 道路整備予定箇所図 

新青梅街道

東京街道

小
川
駅

青梅街道
小平駅

鈴木街道
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武

新
宿

線
花

小
金

井
駅

青
梅

街
道

小
平

駅
鈴木街道

○ 道路新設改良事業

□ 道路維持事業

凡　　　例

１
市道第Ａ－１０・Ｂ－１２１号線道路補修工事
　　　　　　　　　　（上宿小東通り）

２
市道第Ａ－１２号線道路補修工事
　　　　　　　　　（栄町通り）

③
市道第Ｄ－１７６・１８１号線道路整備工事
　　　　　　　　　（鈴木町一丁目）

４
市道第Ｂ－６４号線道路補修工事
　　　　　　（玉川上水通り）

５
市道第Ｄ－１３号線道路補修工事
　　　　　　　　（仲町通り）

６
市道第Ｄ－２７号線道路補修工事
　　　　　　　　（国交大通り）

７
市道第Ｄ－８０号線道路補修工事
　　　　　　　　（鈴木街道）

８
市道第Ｄ－１４６号線道路補修工事
　　　　　　　　（平安窪通り）

３
市道第Ａ－１５号線道路補修工事
　　　　　　　（元中宿通り）

②
市道第Ｃ－３９号線外道路整備工事
　　　　（花小金井北公民館通り）

①
市道第Ｂ－１０号線道路整備工事
　　　　　　　　（五中通り）

鷹の台駅前広場整備工事
　　　（たかの台駅通り）

-
2
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自治体経営方針

◆議会のICT化

Wi-Fi環境・LAN配線整備 96万9千円 市のお金

通信費（LTE等） 91万5千円 市の借金

ペーパーレス会議システム導入・使用料等 国のお金 965万2千円

121万3千円 都のお金

タブレット端末等購入 655万5千円 その他

◆自治体DX推進のための基盤整備

行政手続のオンライン化 市のお金 1,214万3千円

（電算関係業務委託等） 6,934万1千円 市の借金

ガバメントクラウド導入支援 国のお金 3,944万1千円

（計画策定等委託） 1,562万7千円 都のお金 900万円

セキュリティポリシー改定 その他 3,652万7千円

（計画策定等委託） 1,214万3千円

◆マイナンバーカード交付の推進

コンビニ交付の実施、マイナンバーカード交付の推進 市のお金
（サービス業務委託等） 2億3,588万6千円 市の借金
マイナンバーカードによる証明書交付機の本庁舎及び 国のお金 2億4,834万3千円

東部出張所への設置（備品購入費（本体）等） 都のお金

1,245万7千円 その他

担当：議会事務局、総務課

9,711万1千円

主
な
経
費

　今後の自治体経営では公共サービスの提供における行政の位置づけや市民等と行政との役割分
担を踏まえ、継続的に自治を発展させていくことを軸としていきます。その上で、脅威となる地
震、風水害、感染症などに対するリスク管理にも配慮しながら、成熟社会において持続可能な自
治体を築いていきます。そのためには、厳しい財政状況を見据え、事務事業の厳選や聖域なき見
直しにより、一層の効率化を図り、健全な財政運営を確保します。また、今後の自治体経営に大
きな影響を与えるものと考えられる課題として、ＩＣＴ技術の進展と実用化及び多様な生活様式
に即した働き方の変革に焦点を当て、先を見通した対応をしていきます。

965万2千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

　議会のペーパーレス化を推進するため、ペーパーレス会議システムを導入するとともに、タブレット
端末等を議員1人に1台配備します。
　また、議場等において、タブレット端末で議案等の資料を閲覧できるように、Wi－Fi環境を整えると
ともに、議会報告会や委員会視察をオンラインでできるように、ウェブカメラやプロジェクター、ウェ
ブ会議用のライセンス等を整備します。

財
源
内
訳

2億4,834万3千円

担当：情報政策課

　「小平市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進方針」及び「デジタル・トランスフォー
メーション（DX）の取組事項」を踏まえ、子育て関係・介護関係の26手続きのオンライン化、及び住
基、税、介護等主要20業務システムの標準化に向けた準備、また小平市情報セキュリティポリシーの
改定を行います。

主
な
経
費

財
源
内
訳

　引き続き、マイナンバーカードの交付専用窓口及びコールセンターを設置します。また、公共施設等
への出張申請サポートを拡充するほか、証明書自動交付機のサービス終了に伴う案内通知を送付しま
す。
　このほか、マイナンバーカードによる証明書交付機を本庁舎及び東部出張所に設置します。

担当：市民課、総務課、税務課
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◆地方税共通納税システムにおける対象税目の拡大及び地方税統一QRコードの活用

税目拡大改修 479万6千円 市のお金 2,161万5千円

QRコード改修 1,681万9千円 市の借金

国のお金

都のお金

その他

◆市役所のICT化

学童クラブ入会申請書へのAI-OCRの導入 4万円 市のお金 781万3千円
AI-OCRを活用した公立保育園会計年度任用職員 市の借金
の勤怠管理の導入 170万8千円 国のお金 742万7千円
施設等給付費等申請クラウドシステムの導入 都のお金 900万円

1,288万1千円 その他
介護認定審査会資料のデジタル化（介護会計）

490万1千円
議事録作成ツールの試行運用 116万4千円
セミセルフレジ 354万6千円

◆テレワークの実証実験の拡充

テレワーク用機器購入 1396万9千円 市のお金
モバイルWi-Fiルーター使用料 533万8千円 市の借金

ソフトウェア利用料 415万8千円 国のお金 2,346万5千円

都のお金

その他

担当：情報政策課

◆中央公民館、健康福祉事務センター及び福祉会館の複合化

調査等委託 404万8千円 市のお金 404万8千円

市の借金

国のお金

都のお金

その他

　令和５年度課税分から地方税共通納税システムの対象税目に固定資産税・都市計画税、軽自動車税種
別割を追加し、納付手続の電子化を図るため、税務システム関連の改修を行います。また、これにあわ
せて、納付書にQRコードを付すことにより、インターネットバンキングによる納付に対応し、電子納
付機会の拡大など環境整備を図ります。

2,346万5千円

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：公共施設マネジメント課

2,424万円

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：情報政策課、市民課ほか

主
な
経
費

財
源
内
訳

主
な
経
費

2,161万5千円

担当：収納課、情報政策課、会計課

　令和4年度においてAI等を活用した市役所のICT化・業務効率化を進め、キャッシュレス化による利
便性の向上を図ります。

　令和元年度に策定した中央公民館、健康福祉事務センター及び福祉会館の更新等に関する基本計画に
基づき、複合化に係る基本設計・実施設計等を行います。

404万8千円

財
源
内
訳

　令和3年度に行った地方公共団体情報システム機構の自治体テレワーク実証実験事業を踏まえ、テレ
ワーク環境を整備し、実証実験を拡充します。
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◆十一小及び十三小の更新等に向けた取組

十一小の更新等事業 1,566万2千円 市のお金 1,566万2千円

十三小の更新等事業 債務負担行為 市の借金

国のお金

都のお金

その他

担当：公共施設マネジメント課、教育総務課

◆庁舎機能の強化

庁舎外壁タイル補修工事に向けたタイル製作 市のお金 1,560万7千円

1,518万円 市の借金 1億3,890万円
庁舎エレベーター改修工事 7,710万3千円 国のお金

庁舎非常用電源設備改修工事 都のお金 6,185万円

1億2,407万4千円 その他

主
な
経
費

財
源
内
訳

担当：総務課

1,566万2千円

　安全性向上及び新型コロナウイルス感染対策として換気設備を維持するためのエレベーター改修工
事、72時間の稼働時間を確保するための非常用電源設備の強化、また、外壁タイル補修工事に向けた
タイル製作と設計を行います。

財
源
内
訳

　十一小について、基本計画のもと、設計の前段階として、設計条件の整理、配置・動線案等を検討す
るとともに、用地測量等を行います。
　十三小について、令和４年度から令和５年度にかけて基本計画を策定し、あわせて、建築に係る制約
条件の整理や、具体的な施設イメージを整理するための配置・動線案の検討等を行います。

2億1,635万7千円

主
な
経
費
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◆市制施行60周年事業

市制施行60周年記念式典等 532万6千円 市のお金 1,457万円

市の借金

ご当地ナンバープレートの作成 国のお金

106万2千円 都のお金

過去から未来へ その他 779万1千円

こだいらの魅力をつなぐプロジェクト

による絵画コンクールの開催）

93万7千円

1,090万3千円

67万2千円

「小平生きもの展」の開催 8万1千円

公共交通グッズの作製 330万円

道路愛称の設定 8万円

担当：総務課、税務課、産業振興課、文化スポーツ課、環境政策課、公共交通課、道路課

2,236万1千円

　市制施行60周年を迎えるにあたり、記念式典や各種イベント等を実施します。

原動機付自転車用

（日本一丸ポストタイムカプセル開封式と小学生

「(仮称)生誕150年 平櫛田中展」の開催

FC東京と連携した「(仮称)みんなでまちを

きれいにする 青赤クリーンウォーク」の開催

主
な
経
費

財
源
内
訳
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